
2018～2019年度 R Iテーマ 

【第1451回例会次第（2018年11月第1回）】 

１. 開会点鐘                   

２．「君が代」「奉仕の理想」斉唱 

3．来賓及びビジター紹介 

４．会長挨拶 

５．幹事報告         

 Ａ．例会変更のお知らせ          ビジター受付 

    米子中央RC…11/8（木）移動例会       あり 

    米子中央RC…11/15（木）職場訪問例会    あり 

６．委員会報告 

 Ａ．親睦・出席委員会 

    出席報告・ファミリーの日・スマイル発表  

 Ｂ．雑誌・会報委員会  「ロータリーの友」紹介 

 Ｃ．地区大会報告 

8．閉会点鐘 

9月10日のMakeUp後の出席率 79.31％ 

No．1409 

【第1450回例会記録(2018年10月第2回）】 

日時：2018年10月15日（月) 12：30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

出席率  65名[内免除6名] 中 40名 67.80％ 

米山ＢＯＸ １，０３８円(累計 ４２，６３０円） 

RI会長 :ﾊﾞﾘｰ･ﾗｼﾝ(ﾊﾞﾊﾏ) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 末長範彦（岡山RC） 

 会長：本田雅一 幹事：坂口元昭 雑誌･会報：錦織信雄  

インスピレーションになろう 

日時：2018年11月5日(月）12:30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

〈11月〉ロータリー財団月間 

 米子南RC例会運営一覧 

日 時 第 回例会 内 容 場 所 

11月19日(月)12:30～13:30 第1452回 

(11月第2例会） 

午輪句会講評 中村夢窓 主宰 ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

11月26日(月)18:30∼20:30 第1453回 

(11月第3例会） 

夜間例会 チャリティーオークション 

 カフェインザパーク 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

12月3日(月)12:30～13:30 第1454回 

(12月第1例会） 

イニシエーションスピーチ 

 仲田竜也、安部俊一郎、足立洋二郎 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

12月10日(月)12:30～13:30 第1455回 

(12月第2例会） 

卓話「日本刀あれこれ」 

 公益財団 日本刀文化振興協会  

 理事 刀剣研師 森井偲訓 氏 

ＡＮＡＣＰ 

ホテル米子 

スマイル 

 本田雅一会長…南RC前会員のＴＭＳ別所さんより大臣

表彰と会社創立30周年記念の感謝のお礼として大枚いた

だきました。松本会員の「オーベルジェ天空」はミシュ

ランガイド鳥取2019ホテル部門で最高評価となる3レッ

ドパピリオン（三ツ星）を獲得されました。南RC30周年

以来の講話になります末次さんを宜しくい願いします。 

 三保文嗣…大山開山1300年記念俳句大会ではからずも

入選しました。ＴＭＳ創立30周年祝賀会にサザンスター

ダストが友情出演させて頂きました。 

 音田猛…10/4ＮＨＫのいろ★ドリに出ました。 

 7月・8月・9月100％出席者（三保文嗣・鶴田和彦・舞

立嘉之・鈴木信・坂本高司・本田雅一・音田猛） 

7【卓話】「ネパールの若者たちに夢を託して」 

      ＲＨＥＳＣ創設者 山根正子 氏 

お 知 ら せ  

・11/5（月） 13:30～ 定例理事会 

・11/6（火） 18:30～ 5RC会長幹事会 

       ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

・11/12(月)      例会休会（定款8条） 

・11/17(土) 18:00～ 米子少年野球連盟総会 

       松濤園 

・11/26(月) 18:30～ 夜間例会(チャリティー） 

       ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

【卓話】「リーマン危機１０年の教訓と山陰経済社会の 

課題」   元日本経済新聞社論説委員 末次克彦 氏 

  

 末次先生は経歴の通り、主に国の行

政機関、民間のシンクタンク・上場企

業等を対象に全国区でご活躍しておら

れる地元出身の著名な方です。全国と

山陰両県の経済状況の差は歴然としている。現状を認識

し、政治・行政・民間・地域社会が連携し、なんとして

も「知恵」を絞り出してこの故郷、少子高齢化過疎化人

口減少の最たる山陰地域の諸難局を乗り切ることが必要

であるとの持論を展開され、下記各テーマについて資料

を基に懇切丁寧に独自の知見をまじえて（裏面へ続く） 



 

「説話」を頂きました。 

限られた時間の中でしたが、私どもロータリークラブ現役会員への示唆に富んだ内容でもあり、且つ「現役

が終わった皆さんもまだまだへこたれてはいけませんよ！」とのメッセージにも感じ取れました。 説話の内

容については、各会員が受講していますので詳細は省かせて頂きます。  

要旨（配布資料参照） 

 テーマＡ）リーマン危機と近未来の政治リスク ”Ｇゼロ”期の内外経済・政治の変動幅増への対処 

 テーマＢ）雲伯圏域（島根県・鳥取県）の連携強化の必要性、理念 

 テーマＣ）地方経済はどう新産業革命（第４次産業革命）に対処するか 

 更に、私たち一人一人の生き方として60歳70歳代のシニア世代が日々自らのまた家族の健康に心がけ極力社

会保障（医療・介護・保護等）のお世話にならず地域社会（自治会・町内会等）と積極的に係って法人・個人

とも争い事（民事・刑事等）を起こさず絶対に人に迷惑をかけてはならない。それぞれの得意の分野で、これ

までに培った経験を生かし率先垂範で貢献すること、｢働ける間は年齢に関係なく一生懸命に働きなさい！」

（稲盛和夫著）との叱咤激励の意味にも感じ取れました。説話の最後に主に中海経済圏域、地元米子、境港、

松江（美保関町）、安来、については、鳥取大学医学部を核とした医学部関連教育機関等・研究開発等の「産

学民連携の推進」の重要性を念頭にした人材養成への教訓として長岡藩の故事を引き合いに今後、空港・港

湾・鉄道・高速道路等のインフラ整備拡充を推進することはもとより『教育分野への投資』がいかに将来の繁

栄のために大切かを力説されて説話を閉められました。私たちロータリアン一人一人も大きな地域貢献はでき

なくとも「心を寄せ合い 暖かい社会の実現」に向けて、健康寿命に心がけ身近なことからまた身の丈にあっ

たことからそれぞれの得意の分野に積極的に参画して小さな貢献にチャレンジしましょう。ある日突然にほん

の小さなことで晩節を汚すことのないように常に立ち位置を自覚し、情熱を内に秘め、日々謙虚な姿勢に徹し

ましょう。（安達泰三 記） 


